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自立活動とは？ 
 

１ 自立活動の基本的な考え方 

（１）自立活動は学びと生活の土台づくり！ 
    特別支援学校に通う子どもたちは、学習に向かう力、生活に向かう力が不十分 

なのです。学習や生活の土台になる力を習得するのが自立活動です。 

「こんな力が身に付いたらもっと勉強しやすくなるのに」 

「こんな力が身に付いたらもっと生活しやすくなるのに」という子どもたちの 

「こんな力」をキャッチし、授業を計画していきましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

自立活動の目標（学習指導要領解説 自立活動編 P４８） 
個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は 
生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識、 
技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤 
（※）を培う。 

 
 

（２）そもそも「自立」とは何だろうか？ 

今の自分が『できること』と『できないこと』を知ったうえで 

『できること』を増やし、『できないこと』を多くの人やものに助けてもらいながら生活する力 

「特別支援教育が教えてくれた 発達が気になる子の育て方」より 

『すべてを一人の力でやりきることが自立』ではありません。どういうサポートがあればより 

良く生活できるかを知る、誰かに助けを求める、誰かに頼ることも自立に必要な力です。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

できるようになるための環境設定を
考えること➡『合理的配慮』 

※「心身の調和的発達の基盤」とは、『安定
した体調』『よく働く目や耳』『活動を支える
姿勢』『人や物と関わる力』等、学びや生活
の土台となる力です。この力が安定してよう
やく教科等の学習意欲や、日常生活動作の獲
得につながっていきます。 

できないこと できること 

できたほうがいいこと できなくてもいいこと 

できそう できなそう 

『できること』にしていく 

『学習指導要領 特別支援学校 自立活動編』に掲載されている「自立」の考え方 
『児童生徒がそれぞれの障がいの状態や発達の段階などに応じて 
主体的に自己の力を可能な限り発揮し、より良く生きようとすること』  

２ 



（３）自立活動は「個人にフォーカス」？（学習指導要領解説 自立活動編 Ｐ２３～２４） 

    障害による困難や改善のための方法は、児童生徒の障害の状態や発達の程度によって 

ひとりひとり違います。そのため、自立活動を行う際には、指導目標（ねらい）や 

具体的な指導内容は、一人ひとり違うものが出来上がるのです。 

 

   自立活動は基本個別指導！！ 
 

 

                             学習効果が望まれる場合は集団指導も可。 
     基本的に１対１の個別指導           ※ただし、同じ活動においても、ねらいは個々

で違うことに留意すること。 
 

 

 

 

 

 

（４）自立活動はいつ指導するの？ 

    自立活動は、学校生活のすべての時間において取り組みます。 

時間割に組み込まれている『自立活動（時間における指導）』と、その他の授業＋学校生活 

の様々な場面でおこなう『自立活動（教育活動全般における）』があります。 

   時間割に組み込まれてはいますが、それ以外の時間すべてにおいて自立活動の視点を持って 

指導することから、自立活動は「教科」ではなく「指導領域」となっています。 

（自立活動は特別支援学校・特別支援学級・通級による指導の教育課程に特別に設けられています） 

 

 

 

  

  

       

  

 

 

 

 

 
    

 

 
 

 

こんな力が身についたら『もっと勉強しやすくなるのに』『もっと生活し
やすくなるのに』を叶えるために、個人個人にフォーカスした授業を！ 

 ●言葉と具体物を一致させる
ことをねらいに、カルタな
どに取り組む。 

●絵本の読み聞かせで言葉の
もつ楽しさに触れる。 

 

 国語 

原因の見立て 
➀理解している語彙が少ない 

（名詞、動詞の理解） 

②視覚優位 
③他者と関わることへの抵抗感 

（過去の失敗経験が原因か？） 

自立活動 

●簡単なルールのゲーム活動
で、誘う、誘われる、一緒に
操作する等の活動を設定。 

●どの活動をやりたいか、興味
があるかを選ぶ場面の設定。 

●写真カードを使って、持ち
物・時間割・活動内容の確
認・やりたいことを選ぶ・振
り返り等をおこなう。 

●トイレ、給食のおかわり、休
憩時間に遊びたい道具の要求
手段を決めて都度取り組む。 

日常生活 

困り感 
自分の要求を伝
えることができ
ない 

３ 



４つの区分と該当の項目を 
意識して活動を考えるぞ！ 

①②で「見通し」を持てるように 
〇予定表を使う！  
〇“初め”と“終わり”の理解！ 
 
③④で本人が好きなコトを通して 
〇「信頼できる大人」作り！ 
〇気持ちをカードで選ぶ！ 
etc. 

２ 自立活動の内容 

 自立活動は、各教科等のように指導すべき内容や目標が明記されていません。なぜなら、障害による困

難さが一人ひとり違い、それに伴い指導内容が一人ひとり異なるからです。そのため、子どもの実態に応じ

て６区分２７項目から必要な項目を選び、相互に関連付けて具体的に指導内容を設定することになってい

ます。 

  

 

 

 ６区分は以下の６つ。区分ごとに３～５項目が置かれています。 

項目については、「人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素」と「障害による学習上又は

生活上の困難を改善・克服するために必要な要素」の２つで構成されています。 

※６区分２７項目の詳細については付録参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）自分の思った通りの活動・手順じゃないと荒れる。集団活動に参加できない。 
   

【考えられる要因とそれぞれの区分】 

 

                 

 

                

 

 

 

 

 

 

６区分２７項目とは？ 

健康の保持 

 

 

 

心理的な安定 

 

 

 

人間関係の形成 

 

 

 

環境の把握 

 

 

 

身体の動き 

 

 

 

コミュニケーション 

 

 

 

子どもの困難さは、１つの区分だけでは把握できないくらい、様々な要因が複雑
に絡み合っているんだ。複数の区分で実態把握をして、関連付けながら指導内容
を考えることが大切なんだよ！ 

①環境の把握 

①周囲の状況を 

うまく把握できない 

②人間関係の形成 

③人に対する 

基本的信頼感がない 

コミュニケーション 

④他者に伝える手段を 

持っていない 

心理的な安定 

②次に何をするか 

分からなくて不安 

環境の把握 

心理的な安定 コミュニケーション 

人間関係の形成 

４ 



３ 自立活動の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 
 
 授業づくりやプランの目標設定などなど、 

自立活動専任まで気軽にお問合せください😊 
 
   

      ／ 
        レベル１と２については、このあと説明があるよ！ 

        ＼   

 

レベル１ 『個別の指導計画 実態（プランＢ）』を作成する  

●前籍、前担任、保護者、外部機関、アセスメント等からの情報収集 

●子どもが生活する様子からの実態把握 

（得意、苦手、興味、コミュニケーション手段、体の動かし方など） 

 

レベル２  自立活動シートを作成する  

●大人にとっての困り感、子どもにとっての困り感を洗い出す 

●いまできていること、できていないことを洗い出す 

●長期的目標と短期目標を明確にする（プランＡにもつながります） 

●自立活動の目標を明確にする（プランＢにもつながります） 

                          

 

子どもの全体像

をつかもう！ 

≪自立活動の授業（時間における指導）≫ 

●「やってみたい！」が引き出せる活動にしよう！ 

●基本は個別指導。集団の場合でもねらいが個々に違うことを意識しよう！ 

●『結果』にこだわらず『変化・変容』にフォーカスしよう！ 

●先生の得意分野、面白そうな教材から発想を膨らませるのもＯＫ！ 

★子どもの困り感はさまざまな原因が複雑に絡まっています。６区分の１つに

限定されるものではありません。１つにフォーカスしすぎず、多角的な視点

を持って授業を構成しましょう！授業づくりは実態把握がすべてです。 

 

流れ図の簡易版なの

で、時間をかけずに作

成できるよ！ 

レベル３ 自立活動の授業計画と実践！  

≪教育活動全般≫お子さんの障害特性を踏まえ、自立活動の視点を持って 

支援指導をおこなう 

５ 



レベル１ 『プランＢ（個別の指導計画 実態）』を作成する  

自立活動を進めるにあたって、大切なのが個別の指導計画（以後表記プラン B）になります。プラン B は子ど

もに関わる情報を自立活動の区分に即して整理したものになります。年度当初の忙しい中作成したプラン B

は、実は自立活動を進めるにあたっての最初の一歩になっているのです。 
 
（１）実態把握、、、、子どもの何を見ればいいの？ 

実態把握の項目はたくさんあります。何を見ればいいのかわからない方もいるかもしれませんね。 

まずは自立活動６区分に沿って子どもの様子を探っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●上尾かしの木版『教育支援プラン作成の手引き』に、プランの作成例が記載されています。 

６区分の項目欄にピックアップされている『実態把握の観点』を見てみましょう。 

●本マニュアルでは、『教育支援プラン作成の手引き』に記載されている『把握の観点』に加えて、必要と思わ

れる観点や内訳も併せて記載しています。参考にしてください。 

６区分 把握の観点 観点の内訳 
健康の保持 着替え 立位／座位／たたみ／前後左右／表裏 等 

食事 箸／スプーン／持ち方／咀嚼／必要な調理（きざみ食等） 
排泄 自立／立ち便器 or座り／定時排泄／おむつ 等 
健康上の配慮 医師からの診断／アレルギー有無／発作有無 等 
自己理解 障がい理解／好き嫌い／快、不快の理解 等 

心理的な安定 苦手な状況 不安定要素（音、人の多さ、視覚情報、初めての経験時間等） 
見通し 順番／待つ／ルール／スケジュール等 

人間関係の形成 人との関わり スキンシップ／呼名による反応および返事／問いかけに対す
る反応／他者への関心／指示の受け入れ／ヘルプサイン 等 集団参加 

環境の把握 感覚の活用 見る力（注視、追視、眼球の跳躍等）／聞く力／目と手の協応
好きな刺激、苦手な刺激／力加減／動作模倣／皮膚感覚 等 

認知 危険認知／色、形の弁別、マッチング／具体物と絵のマッチン
グ／数量／数唱／１対１対応／点結び／順序、時間、量の概念
因果関係／上下前後左右遠近の概念／言葉と行動の対応関係  

身体の動き 体の動き 
手指の操作 

体幹／可動域／柔軟性／緊張と弛緩／うつ伏せ、仰向け、腹這
い、四つ這い、高這い、立ち膝歩きの動き等／座位保持／立位
保持／重心移動／階段昇降／日常生活動作（靴や衣服の着脱、
階段昇降、食事、扉開閉、道具の操作等）／握る、離す 等 

コミュニケーション コミュニケーショ
ンの理解・表出 

快、不快の表出、表情／呼名で相手の顔を見る、返事をする／
要求や意思を相手に伝える（発声、サイン、会話、カード等）
具体物と絵のマッチング／好きな方を選ぶ／挨拶／発音  
他者と一緒に活動に取り組む 等 

障がい・疾患の 
状況 

余暇の過ごし方 

生活習慣・社会性 

コミュニケーション手段 

情緒、興味、性格 

身体面・運動面 

認知力 

感 覚 の 過 敏 さ
鈍麻さ 

／ 

なにを見ればいいんだろう・・・ 

＼ 

６ 



（２）子どもの変容に合わせてプランも更新していこう！ 

子どもは常に成長します。そのため、プラン B は随時追加・更新・毎年の見直しが必要になります。もし実態

に変容があり更新をした場合には、授業の内容も変えていく必要があります。注意深く、子どもたちを見守って

いきましょう。 

 

 

                               【プラン B実態（個別の指導計画）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                【自立活動の目標・指導内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラン Bの理想は････ 

４月当初：実態把握を整理して入力 

 

 

５月以降：子どもの実態をより深堀り 

例）行動分析 検査の実施 

外部専門家の活用 

通 年 ：プラン B追加欄に情報を追加更新 

 

 

 

年度末：追加情報や子どもの変容を加味しながら、

改めて子どもの全体像の整理 

 

 

新年度：前年度のプラン B を加味しながら、子ども

の実態把握をより深めていく 

 

 

 

 

 

プランは子どもの説明書！ 

７ 



（３）『困り感の根本原因』をどう見立てる？いくつか例題を見てみましょう。 
 

 
 
  

 

 

 

 
 

見えやすい原因  ： 箸を使う経験が足りない 
陥りがちな活動  ： 箸で物を操作する活動に取り組む 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
●手首、肘、肩の操作が育まれていない（身体の動き）  
●体幹が弱く、姿勢を保つのに精いっぱい（身体の動き） 
●見る力が弱く、手元を注視できない（環境の把握） 
●椅子のサイズが合っておらず、手指の操作に支障を来している（※） 
●箸の長さや太さが子どもの体に合っていない（※）  

 ※構造化、合理的配慮に該当する内容になります。すぐに改善できそうですね！ 

 
 
 

潜んでいる原因を見てみると、 

手指の巧緻性以外へのアプローチも 

必要なんだって気付くなぁ。 

例 

１ 箸がうまく使えない。 

もうすこし深いところまで探ってみよう！ 
 

潜んでいる原因（該当する６区分） 

８ 



 

 
  

 

 

 

 
 

 
見えやすい原因  ： 他者との適切な関わり方を知らない（経験不足） 

陥りやすい活動  ： ソーシャルスキルトレーニングで適切な関わり方を知る 
 
 
 
 
 
  

 
 
●固有感覚が鈍麻なことにより力加減が難しい（環境の把握） 

●触覚（防衛本能）が鈍麻なことにより他者との距離感覚がぼんやりする（環境の把握） 

●自己理解が浅い。自身の興味あること、興味ないこと、好きな嫌なことの理解がぼんやりして 
いるため、気持ちや要求を表出することが難しい（健康の増進、人間関係の形成） 

●言語理解の乏しさ。他者からの言葉かけに対する意味、意図の理解ができず、応じることがで 
きない（環境の把握、コミュニケーション） 

 ●見る力が弱く、他者の表情や動きに気付けない（環境の把握） 

 ●衝動性が高い。思ったことをすぐ口にしたり行動に移してしまう 
（心理的な安定、環境の把握、身体の動き） 

 
コミュニケーションスキルの獲得より前に              逆に関わりが消極的な子にも 

取り組むべきことがありそうだなぁ､､､               こっそり潜む原因がありそうだ 

例 

２ 
他者との関わり方が乱暴 

生徒Ａくんは友達に激しい関わり方（突然抱き着いたり、強い力で握手したり）をして
しまいます。自分の意に沿わないと激しく怒ります。本人は仲良くしたいと思っている
のですが、集団の中での関わりが成立しません。男女問わず距離感が近いので、まわり
の友達も困惑しています。他者との適切な関わり方を身に付けてほしいと保護者も担任
も思っています。 

もうすこし深いところまで探ってみよう！ 
 

潜んでいる原因（該当する 6 区分） 

９ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
見えやすい原因  ： 語彙の少なさ。舌や唇などの筋肉が正確に協調して動いていない。 

陥りやすい活動  ： カード等で名詞動詞の獲得。発声発音のトレーニング。 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
●他者との関わりに興味がない。必要性を感じていない（人間関係の形成、コミュニケーション） 

 ●自己決定する経験の乏しさにより、関わりにつながらない（心理的安定、人間関係の形成） 

 ●聴力の弱さ（環境の把握） 
●視覚情報の方が理解できる（環境の把握） 

 
 
 
 
 
 
 

児童生徒が『誰かと関わってみたい』と 

思えるような活動の提供が必要なんだなぁ 

 

例 

３ 日常的な関わりの中で言葉が出ない、そして不明瞭 

児童Ｂさんは日常的なやりとりで言葉を使う場面が非常に少ないです。保護者や担任は
積極的に言葉でコミュニケーションを図ってほしいと願っています。また、時々発する
言葉は非常に不明瞭で聞き取りにくく、伝わらないことが多いです。 

もうすこし深いところまで探ってみよう！ 
 

潜んでいる原因（該当する 6 区分） 

●♯✖￡ 

★♭▼ 
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レベル２ 自立活動シートを作成する  

 

さあ！早速『自立活動シート』を作って、自立活動でどんな活動をしたらいいのかを導き出そう！ 

このシートは『流れ図』の簡易版で、先生方の『思考の工程を見える化』できる便利なツールです。 

プランＡ（本人保護者の願い、特別な教育的ニーズ）、プランＢ（実態、自立活動の目標や指導内容）を設定する

のに活躍します。 

  

 

 

 

≪自立活動シートの作成目的≫ （１）子どもの困り感を理解する  （２）支援指導方法を導き出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                      ●保存先 

                      学校フォルダ →   →   →   →自立活動シート 

 

 

 

自立活動の授業を行うにあたって、プランＢ（個別の指導計画）は必ず作らなければ
いけないものなんだ！そして『流れ図』は指導計画を作成するための大切な材料にな
るので、簡易版流れ図である『自立活動シート』の作成をオススメするよ！ 

STEP0～超基礎情報～ 

プラン A に示す基本情報（障害の種類や程度
等）の把握。 

STEP1～子どもの姿+α～ 

プラン B に示す学習面・生活面の情報の把
握。かしの木版では、そこから中心的な課題と
なりうる表面的行動に焦点を合わせる。 

STEP2～子どもが困っていること～ 

表面的な行動の背景要因を探る。背景要因に
関しては、障害特性・感覚の状況・認知の程
度・対人関係等、多角的な視野で探っていく。 

STEP3～長期目標～ 

 ３年後、〇学部卒業後のポジティブな姿を具
体的にイメージしながら設定する。 

STEP4～必要な力とは？～ 

 STEP3 で掲げた将来の姿に向けて必要な力を
設定する。その際、背景要因を加味しながらキ
ーワード（～の力等）で示す。 

STEP5～今何をすべきか！～ 

 STEP4 で掲げた力を身に付けるための指導目標
（短期目標）と目標を達成するための指導内容
を設定する。その際、「自立活動の時間における
指導」以外の「学校生活全般」の、どの場面で
指導を行うかも具体的に設定することで、生活
場面への般化がよりスムーズになる。 

➡STEP２はやや難しいです！なぜなら背景要因を探る
際には、細かな観察の視点と行動から背景を読み解く
多様な知識が必要となるからです。困ったら外部専門家
や自立活動専任に相談をしてみてください♪ね！！ 

 

※自立活動シートとは、埼玉県立特別支援教育教育課程編成
要領（１）特別支援学校編に示されている「流れ図」をもとに
作成した「かしの木版流れ図（簡易版）」です。 
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支援プランの作成にも役立つ！ 

 

 

  

 

子どものプロフィール 

学部・学年  

障害の種類・程度や状態など  

 

 

日常生活の大変さ（①実態把握） 

どんなこと？（簡潔に） 

・ 

どんなとき？（具体的に） 

・ 

 

 

子どもにとっての困難さ（②－１～３実態把握、③指導すべき課題の整理） 

子どもにとっての困難さの理由（関連する区分・項目） 

・ 

 

 

長期目標 ～子どもの将来像～ （②－３実態把握） 

将来（3 年後）どのようになって欲しいか 

・ 

 

 

将来像のためにつけて欲しい力 （④指導すべき課題の整理） 

つけて欲しい力 

・ 

 

 

短期目標 ～今、指導すべきこと～  

（⑤ ④に基づき設定した指導目標を記す段階、⑥ ⑤を達成するために必要な項目を選定する段階、 

 ⑦項目と項目を関連付ける際のポイント、⑧具体的な指導内容を設定する段階） 

指導目標（関連する区分・項目） 

・ 

指導内容（どんな教材を使って、どんな支援をするのか） 

・ 

指導場面 

・ 

  

自立活動シート（簡易版） 
～子どもの困難さを読み解こう～ 
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                支援プランの作成にも役立つ！ 

 

 
 
※➀～⑧の番号は『埼玉県特別支援教育教育課程編成要領(1)特別支援学校編』の『PDCA に沿った自立活動の授業づく
り』の手順です（P217） 

 

 

子どものプロフィール 

学部・学年 小学部 ４年生 一般学級 

障害の種類・程度や状態など 療育手帳 A 知的障害 自閉症スペクトラム 

 

 

日常生活の大変さ（①：実態把握） 

どんなこと？（簡潔に） 

➊その場に座り込んだり、かたまったりして動くことができない。 

➋力づくで要求を通そうとする。 

➌こだわり行動が多々見られる。 

どんなとき？（具体的に） 

➊登校時や集団活動時（小集団～）。 

➋やりたいことがあった時や欲しい物があった時。 

➌慣れない環境時。 

 

 

子どもにとっての困難さ（②－１～３：実態把握、 ③：指導すべき課題の整理） 

子どもにとっての困難さの理由（関連する区分・項目） 

・何が起こるかわからなくて不安なんだ。･･･➊ 

・適切な意思表示の方法がまだわからないんだ。･･･➊、➋ 

・自分が安心できるモノが必要なんだ。･･･➌ 

【心理的な安定（２）】【人間関係の形成（１）】【環境の把握（１）】【コミュニケーション（１）】 

→ボディイメージが乏しく、また、触覚に凸凹がある為、周囲に対する不安感が強いのではないか。 

→適切な方法で意思表示をする経験が不足しているのではないか。 

→本時にあったコミュニケーションツールが確立（獲得）できていないのではないか。 

→諸感覚に凸凹がある為に、不安感が強く、安心できるモノが必要なのではないか。 

 

 

長期目標 ～子どもの将来像～（②－３：実態把握） 

将来（3 年後）どのようになって欲しいか 

・現在よりも他者からの受け入れがスムーズになってほしい。 

・適切な方法で要求を伝えることができるようになってほしい。 

 

 

 

自立活動シート（簡易版） 
～子どもの困難さを読み解こう～ 

あの子の 

ここが大変･･･ 

ぼくはここで 

困っているんだ！ 

立派になったよ！ 
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将来像のためにつけて欲しい力（④：指導すべき課題の整理） 

つけて欲しい力 

・適応力。 

・自分の意思を伝える力。 

 

 

 

短期目標 ～今、指導すべきこと～ 

⑤：④に基づき設定した指導目標を記す段階 

⑥：⑤を達成するために必要な項目を選定する段階、 

⑦：項目と項目を関連付ける際のポイント 

⑧：具体的な指導内容を設定する段階） 

指導目標（関連する区分・項目）⑤ ⑥ ⑦ 

・好きな物や好きな活動を通して、柔軟に他者からの働きかけに応じることができる。 

・自分の気持ちや要求を適切な方法で伝えることができる。 

【心理的な安定（２）】【人間関係の形成（１）】【環境の把握（１）】【コミュニケーション（１）】 

指導内容（どんな教材を使って、どんな支援をするのか）⑧ 

・「ふれあい体操（活動）」を通し、教員が本児の体に触れる機会を多く設け、ボディイメージを高める。 

・揺れ遊具等を利用しながら固有感覚・前庭感覚を養う。 

・楽器（音楽）を使用した活動を通し、他者に合わせる経験を積む。 

・本児の好きな活動や教具や必要に応じてカード等のコミュニケーションツールを活用し、適切な方法で意思

表示をする経験を積む。 

指導場面 

・自立活動（小集団、個別） 

・日常生活の指導（登校後の準備・着替え） 

・遊びの指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

スモールステップで確実に 
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レベル３ 自立活動の授業計画と実践！ 

YouTube『かしの木じりつちゃんねる』では、日々の指導に役立つ自立活動実践例が

アップされています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『かしのきじりつちゃんねる』で
検索するか、ＱＲコードを読み込
んでね！授業づくりのヒントにな
るといいな～ 
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資料１ ６区分２７項目の説明 

 障害のある人を取り巻く環境は、社会の変化に伴って大きく変わってきています。「養護・訓練」からスタート

して名称が「自立活動」にかわり、区分項目についても、名称の変更や区分項目の追加・修正が行われています。 

区分 項目 項目の説明 

１ 

健
康
の
保
持 

（１）生活のリズムや生活
習慣の形成に関すること 

体温の調節、覚醒と睡眠など健康状態の維持・改善に必要な生活のリズム
を身に付けること、食事や排泄などの生活習慣の形成、衣服の調節、室温

の調節や換気、感染要望のための清潔の保持など健康な生活環境の形成を

図る。 

（２）病気の状態の理解と

生活管理に関すること 

自分の病気の状態を理解し、その改善を図り、病気の進行の防止に必要な

生活様式についての理解を深め、それに基づく生活の自己管理ができるよ
うにする。 

（３）身体各部の状態の理

解と養護に関すること 

病気や事故等による神経、筋、骨、皮膚等の身体各部の状態を理解し、そ

の部位を適切に保護したり、症状の進行を防止したりできるようにする。 

（４）障害の特性の理解と

生活環境の調整に関する
こと 

自己の障害にどのような特性があるのかを理解し、それらが及ぼす学習上

又は生活上の困難についての理解を深め、その状況に応じて、自己の行動
や感情を調整したり、他者に対して主体的に働きかけたりして、より学習

や生活をしやすい環境にしていく。 

（５）健康状態の維持・改
善に関すること 

障害のため、運動量が少なくなったり、体力が低下したりすることを防ぐ
ために、日常生活における適切な健康の自己管理ができるようにする。 

２ 

心
理
的
な
安
定 

（１）情緒の安定に関する

こと 

情緒の安定を図ることが困難な幼児児童生徒が、安定した情緒の下で生活

できるようにする。 

（２）状況の理解と変化へ

の対応に関すること 

場所や場面の状況を理解して心理的抵抗を軽減したり、変化する状況を理

解して適切に対応したりするなど、行動の仕方を身に付ける。 

（３）障害による学習上又

は生活上の困難を改善・克

服する意欲の向上に関す
ること 

自分の障害の状態を理解したり、受容したりして、主体的に障害による学

習上又は生活上の困難を改善・克服しようとする意欲の向上を図る。 

３ 
人
間
関
係
の
形
成 

（１）他者とのかかわりの
基礎に関すること 

人に対する基本的な信頼感をもち、他者からの働き掛けを受け止め、それ
に応ずることができる。 

（２）他者の意図や感情の

理解に関すること 

他者の意図や感情を理解し、場に応じた適切な行動をとることができるよ

うにする。 

（３）自己の理解と行動の

調整に関すること 

自分の得意なことや不得意なこと、自分の行動の特徴などを理解し、集団

の中で状況に応じた行動ができるようになる。 

（４）集団への参加の基礎
に関すること 

集団の雰囲気に合わせたり、集団に参加するための手順や決まりを理解し
たりして、遊びや集団活動などに積極的に参加できるようになる。 

４ 

環
境
の
把
握 

（１）保有する感覚の活用
に関すること 

保有する視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚などの感覚を十分に活
用できるようにする。 

（２）感覚や認知の特性に

ついての理解と対応に関
すること 

障害のある幼児児童生徒一人一人の感覚や認知の特性を踏まえ、自分に入っ

てくる情報を適切に処理できるようにするとともに特に自己の感覚の過敏
さや認知の偏り等の特性について理解し、適切に対応できるようにする。 

 

 （３）感覚の補助及び対抗
手段の活用に関すること 

保有する感覚を用いて状況を把握しやすくするよう各種の補助機器を活
用できるようにしたり、他の感覚や機器での代行が的確にできるようにし

たりする。 
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（４）感覚を総合的に活用した
周囲状況についての把握と状況

に応じた行動に関すること 

いろいろな感覚器官やその補助及び代行手段を総合的に活用して、情報を
収集したり、環境の状況を把握したりして、的確な判断や行動ができるよ

うにする。 

（５）認知や行動の手掛か
りとなる概念の形成に関

すること 

ものの機能や属性、形、色、音が変化する様子、空間・時間等の概念の形
成を図ることによって、それを認知や行動の手掛かりとして活用できるよ

うにする。 

５ 

身
体
の
動
き 

（１）姿勢と運動・動作の

基本的技能に関すること 

日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作の

改善及び習得、関節の拘縮や変形の予防、筋力の維持・強化を図る。 

（２）姿勢保持と運動・動
作の補助的手段の活用に

関すること 

姿勢の保持や各種の運動・動作が困難な場合、様々な補助用具等の補助的
手段を活用してこれらができるようにする。 

（３）日常生活に必要な基

本動作に関すること 

食事、排泄、衣服の着脱、洗面、入浴などの身辺処理及び書字、描画等の

学習のための動作などの基本動作を身に付けることができるようにする。 

（４）身体の移動能力に関
すること 

自力での身体移動や歩行、歩行器や車いすによる移動など、日常生活に必
要な移動能力の向上を図る。 

（５）作業に必要な動作と

円滑な遂行に関すること 

作業に必要な基本動作を習得し、その巧緻性や持続性の向上を図るととも

に、作業を円滑に遂行する能力を高める。 

６ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

（１）コミュニケーション

の基礎的能力に関するこ
と 

幼児児童生徒の障害の種類や程度、興味・関心等に応じて、表情や身振り、

各種の機器などを用いて意思のやりとりが行えるようにするなど、コミュ
ニケーションに必要な基礎的な能力を身に付ける。 

（２）言語の受容と表出に

関すること 

話し言葉や各種の文字・記号等を用いて、相手の意図を受け止めたり、自

分の考えを伝えたりするなど、言語を受容し表出することができるように
する。 

（３）言語の形成と活用に
関すること 

コミュニケーションを通して、事物や現象、自己の行動等に対応した言語
の概念の形成を図り、体系的な言語を身に付けることができるようにす

る。 

（４）コミュニケーション
手段の選択と活用に関す

ること 

話し言葉や各種の文字・記号、機器等のコミュニケーション手段を適切に
選択・活用し、他者とのコミュニケーションが円滑にできるようにする。 

（５）状況に応じたコミュ

ニケーションに関するこ

と 

コミュニケーションを円滑に行うためには、伝えようとする側と受け取る

側との人間関係や、そのときの状況を的確に把握することが重要であるこ

とから、場や相手の状況に応じて、主体的にコミュニケーションを展開で
きるようにする。 

≪よく分かる！自立活動ハンドブック１指導すべき課題を導く P４８～抜粋≫ 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

障害者差別解消法に基づく「合理的配慮」は学習指導要領のなかでも、この自立

活動編でしか触れてないよ！ 

「合理的配慮」にあたって、自立活動の区分について一部加筆・追加された部分

があるんだ！ 

子ども達に必要な力として、①周囲の状況を分かる力 ②自分の状況を分かる力 

③周囲の状況を過ごしやすくするための意思表明する力が挙げられるんだ！ 
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